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2026年３月期 第３四半期 業績ハイライト

決算概要

KPI等

TOPICS

• 売上、営業利益ともに過去最高値を更新
• ブランドアンバサダーの起用や既存商品の新色投入が奏功し、店舗需要が急拡大

• Yunth定期会員数は17.6万名を突破し、KPI達成
• アンバサダー効果が波及して、店頭卸売上は前年同期比＋311%成長

• 「Yunth」生VC美白美容液が楽天ベストコスメ2025にて殿堂入りを達成
• 「Brighte」3D SILK STRAIGHT IRONが発売初日に楽天ランキング１位を獲得
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2026年３月期 第３四半期 業績ハイライト

売上高・営業利益ともに前年同期比大幅増収増益、累計期間及び会計期間ともに過去最高を更新
KPIとして掲げていたYunth定期会員数17.2万名を達成

18,547百万円

売上高(累計期間)

+76.1%

過去最高

前年同期比

8,004百万円

売上高(会計期間)

+90.8%

過去最高

前年同期比

2,529百万円

営業利益(累計期間)

+51.5%

過去最高

前年同期比

1,827百万円

営業利益(会計期間)

+292.3%

過去最高

前年同期比

17.6万名

定期会員数

+4.0 万名

大幅増加

前年同期比
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2026年3月期
3Q

通期計画と
3Q実績の差額

2026年3月期
予想

4,800

2,529

2026年３月期 会計期間業績予想

ブランドアンバサダーや既存商品の新色投入が奏功し、需要が計画通り拡大
通期計画達成に向けて、次ページ記載の施策等を実行

28,000

2026年3月期
3Q

通期計画と
3Q実績の差額

2026年3月期
予想

18,547

売上高計画（単位：百万円） 営業利益計画（単位：百万円）

売上高 約 95億円
計画達成まで

営業利益 約 23億円
計画達成まで
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2026年３月期 通期計画の達成要素

第４四半期は売上高95億円、営業利益23億円を積み上げるため以下アクションを実施
通期計画達成及び来期売上の成長を見据え、卸及び海外売上拡大を目指す

通期計画達成に向けたアクション

• Yunth新規獲得費用抑制
• オペレーション簡素化への取り組み
• 「SELL」CS機能のアップデート

• EC顧客へ主力セットを集中訴求
• 海外からの流入施策を実施

• 卸展開エリア拡張
• 卸発注ロット引き上げ

• Yunth定期会員数のKPI達成
• SKU拡大による配送拠点オペレーションの煩雑化
• 顧客拡大によるCSコストの増加

現状

• ECの平均購入単価は拡大の余地あり
• 海外ECへは未アプローチ

• 卸販路は拡大中
• SKU数の増加により配荷店舗の棚面の拡大余地あり

• 自社EC広告費削減
• 配送コスト削減
• CSコスト削減

費用

達成要素

• EC平均購入単価
• 海外ECでの新規獲得

EC

• 卸取扱店舗数
• 卸発注ロット

卸

通期計画達成
までの残高

営業利益

約 23 億円

利益へ貢献

売上高

約 95 億円

M&Aプロセス進行中
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1,670 

2,529

2025.3月期3Q 2026.3月期3Q

10,530 

18,547

2025.3月期3Q 2026.3月期3Q

2026年３月期 第３四半期 業績ハイライト

前年同期比で、売上高+76.1%、営業利益+51.5%と順調に成長
生産性を示す指標である一人当たり売上高も３Q時点で530百万円と大幅向上

2025.3月期3Q 2026.3月期3Q 前年同期比

売上高 10,530 18,547 + 76.1 %

売上総利益 8,276 13,924 + 68.2 %

営業利益 1,670 2,529 + 51.5 %
営業利益率 15.9% 13.6% -

経常利益 1,621 2,527 + 55.9 %

四半期純利益 1,141 1,726 + 51.3 %

一人当たり売上高 390 百万円 530 百万円 + 35.9 %
従業員数※ 27 名 35 名 +8 名

定期会員数 136,301 名 176,600 名 + 40,299 名

（単位：百万円）
（単位：百万円）■ 売上高 ■ 営業利益

KPI及びその他指標

前年同期比
+76.1%

累計期間実績

※：四半期末時点の従業員数

前年同期比
+51.5%
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57

277
377 394

490

△ 4

478

725

465

810

18

683

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

929 
1,425 1,604 1,734 1,843 1,878 

2,559 

3,775 
4,195 

3,675 

4,500 

6,041 

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

会計期間 業績推移

売上高は前年同期比約２倍、営業利益は前年同期比で約４倍で着地
売上高及び営業利益ともに四半期最高を更新

売上高推移（単位：百万円） 営業利益推移（単位：百万円）

2024.3月期2023.3月期 2025.3月期 2026.3月期

売上高
前年同期比
+90.8%

1,827
8,004

2024.3月期2023.3月期 2025.3月期 2026.3月期

営業利益
前年同期比
+292.3%

※1：「Brighte」ローンチに伴う投資の結果
※2：「Yunth」の新規顧客獲得強化のための広告投資と「SHOWER DRYER」へのプロモーション投資の結果
※3：主に「Straine」へのプロモーション投資の結果

※1
※2

※3
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63.9％

55.1％

26.0%

20.2％

10.1%

24.7%

2025年3月期3Q 2026年3月期3Q

65.6％
49.4％

33.4%

41.2％

9.2%

2025年3月期3Q 2026年3月3Q

販路・ブランド別売上構成比

全ブランドにおいて店頭購入が増加し、店頭卸の売上が好調
新商品及び新ブランドも順調に拡大

その他（0.1%）

自社EC

ECモール

店頭卸

販路別売上構成比（単位：百万円） ブランド別売上構成比（単位：百万円）

18,547

10,530

18,547

10,530
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大規模ポップアップ企画やキャラクターデザイン・新色展開を実施
新たな購買層を取り込めた結果、店頭売上の拡大がより加速

（補足）店頭売上の加速

@cosme TOKYOにBTS・Vさんの巨大
ビジュアルを掲出

「Yunth」ポップアップストアを開催

「Brighte」人気商品の新色展開

反響が大きく、発売直後に入荷待ちへ

「Straine」からディズニー・アニメー
ション最新作『ズートピア2』特別デザ
インの発売等、有名IPコラボを活用

店頭売上拡大の３つの主な要因
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営業利益増減分析（前年同期比較）

2025.3月期3Q
営業利益

（累計期間）

2026.3月期3Q
営業利益

（累計期間）

主に売上増加
に伴う粗利

の増加

人件費等
支払手数料

その他販管費

営業利益増減分析（単位：百万円)

広告宣伝費
販売促進費

（先行投資を除く）

1,670

+5,648 ▲3,312

▲155 ▲554
▲765

+51.5%

売上が堅調に伸長し、累計営業利益は前年同期比+51.5%の2,529百万円
４Qは通期で売上・営業利益共に２倍成長達成のためにコストを抑制予定

2,529
2Qまでの
先行投資

▲1,300
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54,866 

72,496 
86,700 

98,387 
105,847 102,747 

116,277 
124,280 

136,301 137,319 

153,934 
164,349 

0
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80,000

100,000
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160,000

180,000

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

Yunth 定期会員数※の推移

ブランドアンバサダーの影響により、定期会員数も順調に増加
KPIである自社ECの定期会員数を計画通り達成

2024.3月期2023.3月期 2025.3月期

176,600
過去最高

Yunth 定期会員数推移（単位：名)

※定期コースを選択している会員。各期間の期末時点での数値を記載。

2026.3月期
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（トピックス）「Yunth」楽天ベストコスメ2025 殿堂入り

国内最大級ECサイト楽天市場のユーザーから圧倒的な支持を受け、
「Yunth 生VC美白美容液」が『楽天ベストコスメ2025』にて“殿堂入り”を達成

楽天公式が認める“最高位”の称号

評価の根拠は“実際に選ばれた数”

市場での「定番化」に成功した証

１

2

3

ベストコスメの中でも、ごく一部の商品のみ。

広告や印象ではなく、ユーザーの購買行動ベース。

選ばれ続けるブランドポジションを確立。

“殿堂入り”とは
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（トピックス）「Brighte」 新商品発売

「3D SILK STRAIGHT IRON（3D シルク ストレート アイロン）」を発売開始
発売初日に楽天 〈家電〉ランキング１位＆４冠達成

※1：自社測定。使用前との比較。300回アイロンを通した後の毛髪の摩擦力を測定。測定効果は使用環境（温度・湿度など）や個人差により異なります。
※2：自社測定。機能非搭載品（デュアルイオンなし、シルク加工なし）との比較。アイロン温度を140度に設定し、40回熱を通した結果。使用環境（温度・湿度など）や、個人差で、効果は異なります。
※3：グラフェンの単離方法に関する研究において

髪へのダメージを防ぎ、
立体感・丸み・ツヤまで
再現する3Dシルクパネル

Point 1

摩擦を約1/3※1軽減し、
カラー退色を約58％ ※2に
抑えるシルク加工プレート

Point 2

ノーベル賞受賞※3素材
「グラフェン」とデュアルイオンで、
うねり・広がりを抑えたまとまり髪へ

Point 3

“立体的に魅せる”ストレートアイロンとして
これまでにない体験を提供
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FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
（予想）

FY2027
（予想）

FY2028
（予想）

FY2029
（予想）

成長戦略（時価総額１兆円計画）

売上高、営業利益共に年間約２倍成長を目標に
2029年３月期に売上高2,200億円、営業利益400億円を達成し、時価総額１兆円を目指す

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
(予想）

FY2027
（予想）

FY2028
（予想）

FY2029
（予想）

142
億円70

億円

毎期
２倍成長

売上高推移（計画） 営業利益推移（計画）

36
億円

16
億円

×2

2,200
億円

24
億円12

億円3
億円

▲5
億円

400
億円

毎期
２倍成長

×2

×2

2025.3月期
（実績）

2029.3月期
（計画）

売上高 142億円 2,200億円

営業利益 24億円 400億円

当期純利益 17億円 280億円

PER 約30倍 約35倍

時価総額 約500億円 約1兆円

×2

×2

×2

×2

×2
×2

×2 ×2
×2

プラ転
×4

×2
×2
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2025年 2029年

成長戦略のイメージ

既存ブランドの拡大、新規ブランドの創出を成長の基軸とし、
M&A戦略でさらなる売上拡大を図る 売上高

2,200
億円

売上高

142
億円 既存ブランド

の拡大

新規ブランド
の創出

M＆A戦略

 新商品を連続的に投入し、新たな需要を喚起
 海外（中国など）展開

既存ブランドの拡大

 複数ブランドをローンチ
 D2Cブランド事業の展開を加速

新規ブランドの創出

 D2Cブランドの多角化
 マーケティングの強化

M&A戦略
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M&A戦略

ブランド強化のためのM&Aで、オーガニック成長だけでなく、更なる売上の拡張を図る
マーケティング強化のためのM&Aにより、成長をドライブしていく予定

当社のコア技術である
マーケティングシステムの精度をさらに強化

マーケティング強化のためのM&A

• AIシステムの強化
• マーケティングチャネルの拡大
• 優秀なエンジニア人材の確保 等

ブランド強化のためのM&A

ブランドの多角化により
ブランドポートフォリオを拡充

• 売上高40億円以上の規模
• 今後EC販売での成長余地を残す
• ブランドとして特定分野で一定のシェア 等

既存ブランドの
強化・拡充

既存ブランド

新ブランド創出

ブランド強化の
ためのM＆A

自社AIシステム
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ブランドプレゼンスを高めることで
国内外での店舗導入・顧客拡大を促進

オフライン販路拡大方針

顧客一人ひとりに寄り添うブランド体験を、店舗とECの融合によって拡張
SKU拡大、ブランド認知の強化を進め、リアル店舗販売の成長を通じて全チャネルを最適化

SKU拡大による
１店舗あたり売上向上

ブランド認知向上を起点とした
国内及び海外市場拡大

SKUの追加で棚面を拡大し
１店舗あたりの売上を底上げ

EC × 店舗データ連携による
マーケティングの最適化

顧客・購買データを基に
データドリブンな販促を実現

1 2 3
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オフライン販路拡大方針➀：ブランド認知向上を起点とした国内及び海外市場拡大

中国、台湾、東南アジアをはじめとした海外地域での事業展開を通じて、
既存ブランドのさらなる拡大を図る

KOREA
CHINA USA

SOUTHEAST ASIA

EUROPE

2029年3月期
海外売上比率 目標

20.0%超

2025年3月期
海外売上比率 実績

2.7%

AUSTRALIA

CANADA

青色矢印は配荷開始地域
灰色矢印は配荷準備中地域 SOUTH AMERICA

HONG KONG

TAIWAN
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SELL導入後

従来

オフライン販路拡大方針②： SKU拡大による１店舗あたり売上向上

「SELL」の活用により、従来の約４倍のスピード感で商品展開が可能に
トレンドに即対応可能な“共創型開発”で市場に新商品を次々と投下

12～24か月

市場調査から商品ローンチに至るまでの期間の比較

3～6か月

6.2

• 自社AIシステム「SELL」により市場データ、開発、製造、
販売、すべてがリアルタイムに連動

• SNS発のトレンドに即対応可能な“共創型開発”

• 全工程をAIが同期し、企画から展開までを同時進行化する
ことでプロダクトサイクルを短縮

約４倍の速度

市場調査

商品企画

パッケージ開発テスト販売

商品ローンチ

SNS・購買データからトレンド検出/需要予測

アイデア創出／コンセプト設計

デザイン生成／印象評価・最適化広告効率最適化／価格最適化

供給最適化／販促自動化

市場調査 商品企画 パッケージ開発 テスト販売 商品ローンチ



22Copyright © 2026 Ai ROBOTICS INC. All Rights Reserved.

オフライン販路拡大方針②： SKU拡大による１店舗あたり売上向上

今期は計15点の新商品を発売、新色やリニューアル品など含めると９か月で20点以上をローンチ
今後も再現性高くヒット商品を市場に連続的に投入し、新たな需要を喚起

リポソーム生ビタミンC

マルチスクエア シートマスク
フュージョン
クレンジング

STRAIGHT 
SHAMPOO

STRAIGHT 
TREATMENT

STRAIGHT
HAIR OIL

スキンケア ブランド 美容家電 ブランド ヘアケア ブランド

今
期
発
売
商
品 3D SILK 

STRAIGHT
IRON SCALP

SERUM

ELEKI COMB

SCALP CLAY 
CLEANSING V LIFT MASK

MIST SERUM etc.
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オフライン販路拡大方針➂： EC × 店舗データ連携によるマーケティングの最適化

ECデータ×店舗ID-POSデータを「SELL」で連携し、
分析した顧客層・購買傾向を活かして売上を最大化

売上
最大化

成果検証・学習
（改善）

AI分析・予測
（顧客理解・傾向予測）

施策実行
（販促・提案・接客）

EC顧客データ
×

店舗ID-POSデータ

平均購買単価
購買層と商品組合せを学習し、

セット提案や上位SKUの推薦を強化

ターゲティング精度
ECデータ×店舗ID-POSデータを
分析し、購買層の傾向・好み等を

高精度に把握

販促ROI
各チャネルの効果をAIで分析し、

費用対効果の高い施策へ
リソース最適化

リピート率
再需要をAIが予測し、

ECのクーポン施策や店頭の
販促提案に反映

顧客満足度
AIが不満傾向を検知し、
店舗やECでの対応改善を

リアルタイムに反映
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成長戦略を支える高い生産性

自社AIシステム『SELL』を効果的に使用することで、マーケティング活動などコア業務を効率化
化粧品（D2C企業）関連企業の中で高い一人当たり売上高と営業利益率を実現

47,257 
51,979 
56,365 
57,968 

137,069 
526,149 

A社
D社
B社
C社
E社

Aiロボティクス

3.5 
5.5 

7.5 
9.9 

12.7 
17.5 

D社
B社
A社
C社
E社

Aiロボティクス

0

5

10

15

20

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000

Aiロボティクス

A社

E社

C社

B社

D社

（千円）

（%）

従業員一人当たり売上高

営
業
利
益
率

従業員一人当たり売上高（単位：千円）

営業利益率（単位：％）

化粧品（D2C企業）関連企業の抽出根拠：化粧品（D2C企業）関連の上場企業から弊社分析により競合に当たる企業群を抽出。
その企業群から、直近来期予想を含む2年間の売上高成長率CAGR10％未満、且つ今期当期純利益が赤字、または今期当期純利益が過少利益（1億円未満）、前期比マイナスの企業は除外しております。
またPER100倍以上の企業も異常値として除外しております（各社の株価は2025年3月30日時点を参照） 。
2025年度通期の各社の決算情報、有価証券報告書をもとに当社作成。
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- 2 0 2 6 年 3 月 期  第 ３ 四 半 期 決 算 概 要

- ト ピ ッ ク ス

- 成 長 戦 略 （ 時 価 総 額 １ 兆 円 計 画 ）

- A P P E N D I X
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会社名 Aiロボティクス株式会社

設立 2016年4月

上場日 2024年9月27日（東証グロース市場）

代表者 代表取締役社長 龍川 誠

所在地 東京都港区六本木六丁目10番1号

資本金等 16億8,994万円（資本準備金含む）

従業員数 35名（2025年12月末時点）

事業内容 AI活用したD2C※開発・運営

会社概要

Aiロボティクスという社名は、AIとRPA(ロボティック・プロセス・オートメーション)を搭載した
AIシステム『SELL(セル)』により業務を自動化していることに由来

※Direct to Consumer（ダイレクト トゥ コンシューマー）の略で、消費者に対して商品を直接的に販売する仕組みのことを指す。
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ビジネスモデル

AIテクノロジーを活用しつつコア業務に特化した組織を構築、高い生産性と機動性を実現

（発売元）

製造委託先
（製造販売元）

お客様

自社EC
（定期販売/単品販売）

商品開発/マーケティング等のコア業務に特化
製造/物流/コールセンターは、アウトソース

店頭卸販売
（単品販売）

ECモール
（単品販売）

各製品に最適なOEMをその都度選択。生産体制を外部に持つことで、環境の変化に強い、柔軟性のある生産体制を確保ファブレス経営

仕入

企画・開発

製造委託
商品の販売

商品の注文

ECモール
商品の出品

代金の回収

商品の販売

商品の注文

卸業者
商品の卸

代金の回収
小売店

商品の卸

商品の注文

商品の販売

商品の購入
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 本プレゼンテーション資料は、関連情報の開示のみを目的として当社が作成したものであり、米国、日本国またはそれ以外の一切の法域における有価証券の買
付けまたは売付け申し込みの勧誘を構成するものではありません。米国、日本国またはそれ以外の一切の法域において、適用法令に基づく登録もしくは届出ま
たはこれらの免除を受けずに、当社の有価証券の募集または販売を行うことはできません。

 本プレゼンテーション資料の作成にあたり、当社は当社が入手可能なあらゆる情報の真実性、正確性や完全性に依拠し、前提としていますが、その真実性、正
確性あるいは完全性について、当社は何ら表明及び保証するものではありません。

 本プレゼンテーション資料に記載された情報は、事前に通知することなく変更されることがあります。

 本プレゼンテーション資料及びその記載内容について、当社の書面による事前の同意なしに、第三者が、その他の目的で公開または利用することはできません。
将来の業績に関して本プレゼンテーション資料に記載された記述は、将来予想に関する記述です。将来予想に関する記述には、これに限りませんが「信じる」、
「予期する」、「計画」、「戦略」、「期待する」、「予想する」、「予測する」または「可能性」や将来の事業活動、業績、出来事や状況を説明するその他
類似した表現を含みます。将来予想に関する記述は、現在入手可能な情報をもとにした当社の経営陣の判断に基づいています。そのため、これらの将来に関す
る記述は、様々なリスクや不確定要素に左右され、実際の業績は将来に関する記述に明示または黙示された予想とは大幅に異なる場合があります。したがって、
将来予想に関する記述に全面的に依拠することのないようご注意ください。

本資料の取り扱いについて
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